
秋めいた季節ですが、まだ暑さは引きませんね。
先日、少し涼を取ろうとスターバックスコーヒー（スタバ）に寄りま

した。すると、店員の方に「あっ！ メディセレのしゃっちょうですよね」
と声をかけられました。思わず「えっ？」と驚いたところ、「私、薬剤
師国家試験に合格しているんです」と言われたのです。

それにも「ええっ !?」と驚愕。この店員さんはなんと、現役で薬
剤師国家試験に合格した後、スタバに就職したそうです。「スタバの
バリスタに憧れていたんです」と嬉しそうな彼女。そして、「もった
いない！」と思ってしまう私。楽しく仕事をしているのならいいかと
思いながらも、『バリスタ > 薬剤師』という考えに衝撃を受けました。

また、今度は元メディセレスクール生から「しゃっちょう、僕は昔か
ら電車が好きだったので、薬剤師ではなく、車掌になるため電車関係
の仕事に就きます」と連絡がありました。この元スクール生は、国家
試験に落ちた経験があり、苦労して薬剤師免許を勝ち取った子でし
たので、『車掌 > 薬剤師』という順位付けは信じられませんでした。

薬剤師免許を持った薬剤師が、他分野で活躍してくれること自体
はとても嬉しいです。しかし私は“医療の分野”で活躍すると思っ
ていたので、全く違う世界への船出に驚きました。多様化の時代、
いろんな薬剤師がいる方が良いと思いますが、薬剤師そのものの魅
力を増していきたいと思いました。
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